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シアントラニリプロール（第 2版） 

 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 追加資料 

適用拡大 
アントラニリッ

クジアミド系 

筋肉細胞内のカルシウ

ムチャンネルに作用

し、筋収縮を起こすこ

とにより殺虫効果を示

す。 

殺虫剤 
国内作物残留試験 
（みずな、こまつな等） 
 

 
【試験結果の概要】 

１．ラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与後の吸収率は低用量で

62.6%～80.4%、高用量で 31.4%～40.0%であった。放射能は投与後体内の広

範囲に分布した後速やかに消失し、特定の組織への蓄積性は認められなかった。

排泄は投与後 48 時間でほぼ完了し、主に糞中に排泄された。総排泄量の約

10.0%～36.5%は胆汁を経由した糞中排泄であった。糞中では未変化のシアン

トラニリプロールが最も高い割合を占め、尿中の主な代謝物として水酸化体で

ある K 及び Q が認められた。 
２．畜産動物（泌乳ヤギ及び産卵鶏）を用いた動物体内運命試験の結果、泌乳ヤギ

において投与放射能の大部分は糞中に排泄され、肝臓、胆汁及び腎臓中の残留

は僅かであった。乳汁中放射能は 0.080～0.147 µg/g 認められ、反復投与によ

る蓄積性はみられなかった。乳汁及び組織中の主な代謝物は B、K 及び Q であ

り、それぞれ最大で 55.6%TRR、32.8%TRR 及び 11.8%TRR 認められた。産

卵鶏の卵及び組織中の残留放射能は 1%TAR 未満であり、排泄物及び卵白中に

は未変化のシアントラニリプロールの割合が最も高く、卵白及び卵黄中の主な

代謝物として J、B及びDが認められ、それぞれ最大で 18.7%TRR、29.2%TRR、

12.0%TRR であった。 
３．植物体内運命試験の結果、葉面散布後の残留放射能の大部分は植物体表面にと

どまり、土壌処理では茎葉部から回収された放射能は僅かであった。主な残留

成分は未変化のシアントラニリプロールであり、10%TRR を超えて検出され

た代謝物は B、O 及び S であった。いずれの植物においても可食部への移行は

僅かであった。 
４．シアントラニリプロール投与による影響は、主に体重（増加抑制）、血液生化

学（ALP 増加：イヌ）、肝臓（変異肝細胞巣、小葉中心性肝細胞肥大等）、

胆嚢（粘膜過形成：イヌ）、動脈（動脈炎：イヌ）及び甲状腺（重量増加及び

ろ胞上皮細胞肥大）に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、

催奇形性、免疫毒性及び遺伝毒性は認められなかった。 
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フルベンジアミド（第 5版） 

 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 追加資料 

・適用拡大 
ヨウ化フタルア

ミド基を有する 

筋肉細胞小胞体のカル

シウムイオンチャネル

に作用し、体収縮症状

をもたらす 

殺虫剤 

・国内作物残留試験 
（てんさい、ごぼう等） 
・動物体内運命試験 
（産卵鶏、泌乳ヤギ） 
・植物体内運命試験 
（後作物） 
・畜産物残留試験 
（産卵鶏、泌乳牛） 

 
【試験結果の概要】 

①動物体内運命試験の結果、ラットに単回投与後の血漿中濃度は低用量群で投与 6
～12 時間後に、高用量群で投与 12 時間後に最高に達した。投与後 48 時間の吸収

率は雄で少なくとも 23.5%、雌で少なくとも 34.1%と推定された。組織内では、

投与後 9 時間で吸収部位である消化管（胃、小腸及び大腸）、肝臓、腎臓、副腎

及び脂肪等に比較的高濃度に認められた。主に糞及び胆汁に排泄され、特に糞中

への排泄が多かった。尿、糞及び胆汁中における代謝物として E、F、G、H、I、
P、R 及び各種抱合体が認められた。 

 
②畜産動物（泌乳ヤギ及び産卵鶏）を用いた動物体内運命試験の結果、代謝物 P が

泌乳ヤギの乳汁及び脂肪において 10%TRR を超えて認められた。 
 
③植物体内運命試験の結果、残留放射能はほとんどが散布部位で認められ、未変化

のフルベンジアミドが大部を占めた。りんご果実及びとうもろこし茎葉中に

10%TRR を超える代謝物として B が認められた。後作物（春小麦、ふだんそう及

びかぶ）において、各試料中の残留放射能の主要成分は未変化のフルベンジアミ

ドであり、代謝物 U が 10%TRR を超える代謝物として認められた。 
 
④作物残留試験の結果、国内でのフルベンジアミドの最大残留値は、茶（荒茶）の

34.9 mg/kg であった。代謝物 B の最大残留値は、リーフレタスの 0.20 mg/kg であ

った。代謝物 C は全データが定量限界未満であった。海外でのフルベンジアミドの

最大残留値は、ほうれんそうの 6.72 mg/kg であった。代謝物 B の最大残留値は、

マスタードグリーンの 0.04 mg/kg であった。後作物残留試験の結果、いずれの作

物でもフルベンジアミド、代謝物 B 及び C ともに定量限界未満であった。 
 

3



⑤畜産物残留試験の結果、最大残留値は産卵鶏及び泌乳牛とも脂肪に認められ、産

卵鶏では未変化体フルベンジアミド及び代謝物Pがそれぞれ0.29及び0.02 µg/g、
泌乳牛ではそれぞれ 1.2 及び 0.27 µg/g であった。 

 
⑥各種毒性試験結果から、フルベンジアミド投与による影響は主に肝臓（肝細胞肥

大、肝細胞脂肪化等）、甲状腺（ろ胞上皮細胞肥大等）及び眼（眼球腫大等）

に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性、発達神経

毒性及び遺伝毒性は認められなかった。 
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